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“蜜柑ヘウ嚢剥皮の改良法
〆

(鰯誌食料時報第297号昭和23年発表）
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温州蜜柑繊詰製遥の諸工程中ヘウ鍵剥皮は其後に附随して行はれる洗糠及選別の諸操作を含めて

鏡も手数を要し、而も成繊は製品の品賛及生産コストに影響することの多い重要な工程である。ヘ

ウ鍵の剥皮は元熱アルカリ液による処理によって行はれたが其後涜口氏｡)が塩酸又は硫竣の熱波

を使用する方法を創始せられたが一般的に採用せられる仁至ら蔵かつだ。然るに稀薄酸の冷液中に

浸Umi後、熱アルカリ液にて処理する方法は業界を風醗し、現在織詰.工場にて広く採用せられでゐる

一般方法となった。乍併この一般法に於ても尚不満足とする所は、ヘウ嚢背部の糸状物の例外なし

の完全除去と、特に腹部中央の完全剥皮が困難を感余る場合のあることである。それ故.工場にては

長時間の水洗及水晒後の選別作業中に女工の手をかりて其の欠賂を糊ってゐろ。本報告は以上の如

き一般法に見られる困難の克服を目指して行った研究の結果である。
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（Ａ）浸潤割の使用効果

，現在一般に使用されている酸、アルカリ結合剥皮法に固有な鈍述の不満足は、処理藥品の作用が

ヘウ嚢に附藩の綿妖物や糸状体に妨害せられて局部的に弱められ均等に行はれ得ないことに原因

するものの様に観察せられたから、処理薬品の何れかに浸潤剤を添加して、薬液の作用を均等的

確に行はせることが出来ないものか、どうか左試験した。

桃の酸剥皮に於て、Ｎａ(lOnnol,MPI189,及びSantomerse等の浸潤剤の少量を添加す．ろとと

、によって其作用の助長されること、及び其効果が同様アルカリ剥皮の際に於ても期待され得るこ

とがOsen(望）に，よって報告されてゐろし、又Lankler及びMorgan(3)爾氏によっても同様な

ことが報告されてゐろので、之の方法を蜜柑ヘウ褒剥皮に適用して、果してどんな』綣果が得られ

るか駐見るために其試験淀実施Ｌたこの試鹸に使用の浸潤剤は長瀬商会のホモロートである。

（｡酸液に添加した場合

先づ妓初に酸液にホモロートを'添加した場合に液の表面張力が如何に変化するかを測定した。

との測定にはＤｕＮｏｕｙの表面張力測定器を使用した。

、測定結果は次の通りである。．
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鮪１表 附記…液の組成として記載の％は、例

へぼ１％硫酸、１％ホモロート溶

液とは100ｍの液中に］瓦の硫酸

と，ccのホモロートを含有するこ

とを意味する。

１％硫酸液中に含有せられるホモロー

トの含有薮と、其液の表面張力との関

係を図に描くと弍図の如くである｡

液の組成 、表面張力｡『イン／糧）

１％硫酸液(測定温度17度Ｃ以下同

１％硫酸、０６１％ホモロート溶液

1％硫酸､0.2％ホモロート溶液

１％硫酸、0.5％ホモロート溶液

１％硫戯．１％ホモ日－ト溶液

１％硫酸．５％ホモロート溶液

３％趨酸液

３％櫨酸、１％ホモロート溶液
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鑑醗織;…-卜 以上の結果によると１％硫酸液は１％ホモロートの混在によ

って英譲２面張力が14以下に低下することを示してゐる。そこ"I
■

ホモロートを含有しない酸液と、含有してゐる酸液の相互

鰯著蔵表面張力の相違を示す爾液中に蜜柑ヘウ蕊を浸涜し

場･合に剥皮効果の上に如何なる影響をもたらすかについて

の如き試騒左した。

験(共１）］％硫酸、］％ホモⅥ－卜液と１％硫酸液との

比較

液温を２０°Ｃに保持し80瓦のヘウ嚢を浸涜し、３時間後に

酸液よりヘウ製を取出し、水洗Ｌ、水切り後に、７０Cの３

で

表6.
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・クプｚａ４ｚＪＰ､％苛性ソーダ液中に浸漬し、２分後に液より取出し、流水
脈迄ローレジ撤し(物にご水洗ﾅろ。

。●

共試l1i;i結果に於こは、ヘウ蕊腹部中央に多少の皮を留め、又紬欣の附蔚の多かったヘウ錘の背部

には糸壯物j及び紬胱物の小塊圏の附着して残るものが出来た。但しそれ等は指先にて溺れて容易

、に除去し得る程度に附着しごいた。其の様な状態は雨甑試験液に浸漬したものに於て、等しく現

はれ、共間浸潤剤を含有するために生じたと見られる如き成績上の差遮は認められなかった。

実鹸(共２）３％塩酸、１％ホモロート液(Ａ液)と８％塩酸液(Ｂ液)とＣ比較

各試験液100cc中に50瓦(ヘウ渡９個）のヘウ製を浸漬し、各経過時間に於けるヘウ錘皮膜の受け

る変化について観察し略ラバ(の様な結果を得た。

第２表
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経過時間 麺度 ヘウ愛皮膜の妖態

1時間 13度 附満の糸欣物及綿妖物は液をはどくらしく白けだって見える側面の皮も光線を反射

して白けだって見える。又放射状の裂目の如きものが現はれる。Ａ液がや、乳白色

を蒋紗ている関係からＢ液に浸漬したものよりも、
除計に白けだって見える｡

それに浸演した＄の上方が多少

２時間 13度 附務の綿雌物に稲為しめりを感ずる。Ａ液に漬けたものがＢ液に潤けたものよりも

侭かに共程度が少なv､のではないかとの感じがする。
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４時間ｌｌ４歴１自伝錦朕但

盈腔ＩＥＵｌ則沮

0時間 陸１外観はHUI剤ガ
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露場に蝋 ．公ﾊユロガ
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以上の様に剥皮を目的としての変化は外観的観察では充分に捕促出来なかったが雨波間に於ける

作用の点に於ては差違がないらしく観取された。

実験(共３）・８％硫酸，１％ホモ画一卜液(Ａ液)と３％硫酸液(Ｂ液)との比較

爾試鹸液100ｃｃ中に50瓦のヘウ錘11個を一定時間浸潰し、次で流水にて15分間洗ｉＭ５し、水切した

ものを75.C、３％の苛性ソーダ液を100cc中に投入し、かくて低下した液温を、直ちに加温し

て80～85秒にて７０°Ｃとなし、其温度にと保持し、資料をアルカリ液中に浸漬後２分間にて液よ

り去り精々墜力ある流水を三角フラスコ中に流入させてヘウ鍵を流入する水に亡或程度動揺蝿拝

する様にして80分間洗7篠し、其剥皮状態を比較した。其成績は次表の如くであって爾者の効果に

本質的な差蓮の存在を見ることが出来ない。

第３表酸減１時間（液温13度）

●「

圧Ｉ背､割 ＰＬＩ了駅部

瀦騨｜鰯ｒ､UZzJGz〕ソuＪＥ

■「

酸漬２時間（液温13-14度）
●

。『粉

P

（ロ）アルカリ液に添加した場合

実騒(共４）２％苛性ソーダ液100ｃｍ、１％のホモロートを含有せしめた液左加熱して沸騰し始め

やうとした時に蜜柑ヘウ鍵３個を投入し、７０秒加熱し、冷水に投入して水洗後其剥皮状態を観察

、する。対照試験として浸潤剤を含まない２％苛性ソーダ液を使用して以上と同様に処理ナろ゜

没潤剤を混じたものは加熱中に架状の浮遊物を生じて不透明となり、剥皮効果については雨者間

● －３５－

．’
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3時間 '’3魔’ 前同様

4時間 14度 白色綿肢体にしめりを増して来ている様に図liずる◎Ａ、Ｂ間に脇ける外観的溌迩は

上述の通りである。

５時間 14度 前岡様

6時間 14.5度 外観は前同様

ヘウ鍵を液より〕反Ｈ１し、背部を指頭にして經〈こすると極く容易に附藩の綿欣物は

皮と共に崩れ去り、糸欣物は容易に離れ去り次で側面の皮も剥げ去り、腹部中央の
皮も容易に坂去られる。か様にして九個の費料とも奇麗にｶﾄﾞﾘ皮lH来る。そしてこの

様な状態はＡ液勵Ｂ液の両液に没演したものに於て同様である。皮質は鐙しくいら

つく。．

Ａ液に没涜 Ｂ液に没漬

剥皮

完釜

剥皮不完全

灘騨
背股に鰍
満物あり

腹部に附
満物あり

刺、皮

完釜

剥皮不完全

背部に鮒
葹物あり

背腹に附
着物あり

腹部に附
着物あり

４ ２． ３ ２ ２ 0 ３ ６

Ａ液に淫武 Ｂ液に没減

剥皮

完釜

剥皮不完全

背部に附
茄物あり

背腹に附
蔚物あり

腹部に附
着物あり

剥皮

完全

剥皮不完全

背部に附
茄物あり

背腹に附
茄物あり

腹部に附
埼物あ、

５ ２ ３ .’ ４ ２ ３ ２
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に差遮を認めなかった。腹部中央に剥げきらない皮が残存し凹凸のない背部では縞麗に剥皮した

が、凹凸のあるものでは繊維が残った。

J他囲の浸潤剤を使用した場合については何とも三へないがホモ世一トzE混合しての試験に関する

限りに於ては、そゆによって好成績を得ることが以上によって極めご僅かな数について唯の１回

行った実験観察に基づくものであるが出来ないものと老へられたから、これ以上の実騒を繰返し

行ふとと在Ｌ厳かった。

因に20°Ｃに於ける南波の表面張力を測定して次の如き結果を得たが使用時に於ける温度､即ち沸

点近くの温度に於て測定したものでないから其便値の乏しいものであるが念のため添記して温く

鱗４表
(Ｂ）滅屡虚理方法を適用した場合

の効果

皮質組織の内部及び白色綿状休の

内部に薬液を物理的操作によって

浸透させ、藥液の皮膜組織に対す

脛｡
で

浸透さ超薬液の皮膜組織に対する破壊作用を徹底、ｉ迅速、且つ均等に行はせるために減墜処理

方法を適用し其効果について観察した。

実験（共５）

１％硫酸、１％ホモロート溶液100cｃ（液温12.C）にヘウ愛50瓦を浸漬したものを二組に分け、

共内一組は眞室度20～22吋にて15分間宛３回処理し、他の－組は左様な処週１１在施さ余に靜置し、

何れも２時間浸漬後液より揚げ水洗し、水切り後、７０°Ｃ３％苛性ソーダ液100“中に投入して

２分間処理し、流水にて水洗した。水洗は三角フラスコ内にて行ひ梢々墜力を有する水を流入さ

せて内部左撹枠させる様にした。水洗後の剥皮状態を比較ナろと次の如くであった。
匂

ｊｉｒ５表
実験（共６）

薮背謝HIC糸歌物附弼慰腹観中央に綿妖物附.寵３％硫酸、１％ホモロー

ト溶液100cc(液温8°Ｃに）

ヘウ溌50瓦（個数10）を

威圧処理ｌ箱
１

無処理１９個中８樋
■

浸波したものを二組に分け、共内一組には25吋眞室度にて約15分宛２回減墜処理を與允、他の一

組には左様な処理を與え歩、酸漬後30分を経て雨組共に其液温を３０°Ｃとなし、其温度にて30間
●

分保持し曇酸漬時間60分間の後に酸よ｛)去り、水洗した。約10分間流水にて洗ひ、水切後にアル

､力，剥皮をした。即ち７５°Ｃの３％苛性ソーダ液中に投入し、其際下降した温度を直ちに７０°Ｃ

に展し其i過度に保持して、投入後２分間処理後に液より坂出し流水にて約1時間洗↑條し、雨組間

･に於ける剥皮状況左比較して次の様な結果を得た。

節６表●＿●●－▲Ｐ＿房一一■－－℃-ｋ碕一

町

以上の結果からして減l璽

久q製法の効果あることが

認められたから実験を更

に以下の如く､,其７，８１１

-３６－

処理別 ヘウ嚢腹部中央に白色物附蒲 ヘウ嚢背部に糸舩物附蔚

減圧処理

無処理

侍無

10個中７個=附筋

1個に附蔚

3個に附璃

液の組織 表面扱力(ダイン／瀧、

２％苛性ソーダ液

２％苛性ソーダ、１％ホモロート液

63.4

33.3

処理別 ヘウ蕊腹部中央に綿胱物附着 ヘウ嚢背部に糸妖物附藩

減圧処理

無処理

皆無

9個中８個に附潜

９｡ ８個中４個に附着

９個中４個に附藩



〔〕、］o及川と繰返し笑施した。

実験（ＪＬ７）

３％塩酸液IOD(w:（液温酢IOC)に５０瓦(１３個)のヘウ鍵を焼711Ｌたものを四細作1入其内二組には

眞塞度'５１１１にて２回の減嘘処:1111筵jljし、他の二組には左;磯な処l:1'1を典えう震、鹸漬１時間典２時間

後に於て実施したアルカリ剥皮の成統について比鮫した。即ち)ﾘ↑>と時聞の酸漬逓終ったものを水

洗し、水切後に75°Ｃの３％う[,''二lvl2ソーダ液中に投入し、１虹ちにDIIilMして一時低下したiM庇艇70.Ｃ

に復させ，全|涛間２分間処理後．前''11の笑､瞼iii]様の水洗滋なし、剥皮!|ﾉﾋ態遼比較して次CD如き結

果を得た。

猿７炎

、

1時間酸 波 ２１聯間酸波

■

減圧処理糾無処ＪＭ紙減圧処ＪＩＩＬ紐ｌ無処理刑１

判皮充粂剥皮不完釜剥皮宛翁剥皮不完全剥皮完粂｜刎皮不完全剥皮充粂剥皮不完粂

4， ０ 1３ Ｈ ５1２ 0 0

笑鹸（ＪＬｓ）

３％鯛'駿液lOOr(,(液ilill5oC）にヘウ･嘆斤0瓦(１０個）を渡讃し、前回i1jj様の実瞼を繰返し行ひ、次

の続果を得た。`但し酸漬後の水洗は流水中にて15分禰行ひ、ヘウ;獲筵投入して低下したアルカリ

液の１Ｍ[庇を3()～35秒にて回復させ、アルカリ処理後の水洗時間を３０分間とした。

擁８喪

１１１矛１１(］１W！H1（ ２時間酸波

減圧処理組無処ＪＴＩｌ純減ノIjZ処孤１組｜無処迦組

劉皮完全｜剥皮不完全｜剥皮完釜｜刺皮不完粂｜剥皮完蕊 剥皮不完全｜剥皮完粂｜剥皮不尭釜

０ ６１ f１

■
●

；

笑瞼（共ｏ）

３％蝋酸液100(,(,(液iMll4oC、酸ｒＩｊ１ｆＩ時間後15.C）に5()jl.`のヘウ蕊８個左授波し、前Iillと|｢Ｉ様の

尖澱を繰返し次の絲果を得た。
簾，表

凸

実瞼Ｃｊ口０）

鍋８の尖鐡と何様燕実識を反覆して次の如き

続果を得た。但し実職試料はへウ鍵50瓦（l(】

,胴)であって酸液の湿度は１８°Ｃであった。又

アルカリ制止後の水洗時iHlは1汀分HMであった

瀧］０表

１時間酸減

減圧処理紐’無処班組

剥皮充翁剥皮不定翁｜剥皮充令｜剥皮不完至

８ 0 Ｉ ７

以上の成紙を蕊腫にし

たものは次の通りであ

る。

無処Ｊｌｌ１釦iMi圧処理紐

不莞釜剥皮

亮奄剥戊不完全剥皮｜充粂刎皮
背部と腹部ｌ・胆部ｌ背部

２２

２
℃

3’Ⅱ］ ﾛ

3７

［

皮

背部

２

減圧処理紙

完奄剥皮 不完全剥皮 充粂剥皮

1０ ０２ ３ ;〕



涼２１重
実鹸（JL1l）

３％蛎酸液１００Ｗ(液温IL5oC）仁へ]ﾝ鍵50瓦（811i$|)を溌祇し

前回とＩｉｉ様の試験筵反覆尖施した。イ!Ｌ今阿の酸漬時間は３０

分間、酸演後の水洗時iiI1は５分問、水洗に傾川の流水の１１Kカ゚
■竜

は比較的狸〈したために無拠LXml蔵のものに於て半分に割れた

ものを１個生じた。

錨１］表 蕊Ⅱ
Iiiiiiiil;iiili篝iilll1iiill

以上記載の

幾つかの実

験に於て酸

漬後減峨処

理を施した

ものと、黙

見ると、減

３０分’１１１酸澱

減圧処ＪＭ組｜無処理組

剥皮不完全

６

剥皮完奄｜剥皮不完畿｜剃皮完釜

『

２７ １

ものと、然らざるものとの酸中に於ける状態/W兇を比較して

見ると、減砿処理歴施す部によってヘウ嚢皮膜及びそれに附

着のｉｉＩＭＭ勿凝は此組織内への酸の溌透が1効果的仁行はれ溺蕊

によってど}≧透明化し、白色iiiけ伏休は共諮休左附し、皮膜に包
●色L-D

-二一~＝ｱ冨些=＝■

まれた果肉の色Ｉ;１１があらわにﾀﾄNJIに川て来る。又ヘウ鍵背部
金霧ＩＦ

に附諮する想維は細い毛;|蝿ｌｋに暴露される。減１１１１i処王1燧力I】さ

ないものに於てはヘウ蕊背部に附荒の繊維|ｺﾞ'さ{巴iWiljUt物Hrに

て厚く包まれ、太い白色の糸｝伏休筵准して附潜してゐる。又

腹部に附着の綿|伏物は白色の毛糸｝|)tを皇ｌ、側l耐の皮膜も多

くは腹部｢ＩI夫よ1)発して脇)I診に白`色に光をﾉ叉刎して見え不遜

,明である。

笑聯給.県の搬要と考察

l、蜜１;'１ヘウ嚢皮膜迷酸漬及びアルカリ処理によって利皮する

現行の一般法に於て酸波の1蕊、酸液１１１に浸漉剤潅添カル、Ｊ上

Ｄ可

(A）無処理iW1の成績

司
り

壕&愛蜥幽
１１’

Jil

＄
Ⅳ

⑰

表面］lモカを元のM:穰度に０１､下して剥皮ijMLw亡及ぼす影轡につ（ＩＤ減厩処迦組の成繍

いて試臓したが好結果が得られなかった。アルカリ液に添力Ⅱした場合に於てもｉｉｉ梼不綿采に終っ

た。

2、酸波の当初に減,,鞭興,１莚ZI1jﾌﾟｰことによって、酸液Zとへ,ﾝ嬢皮膜及びそれ腫附蒲するi:]IXLlWiMUt物
質の組織内に浸透を弧制することによって;迅速均等なる剥皮をなﾌﾞｰｰi二に於て好総果の得られるこ
と左知ったｏ

３、此の方法の尖施は鑑,:,lIiiiw誌製法i二に--つの:操作と装避と麸附力１回‐愚ものであるが酸汝時間の短

縮、剥皮の速迅均等化が行はれ、又采肉を艦に結漉ろ前に行はれる選果の際に於ける、側皮不完
全泉の手入の手間が殆んど解消される。（水洗は特許される、特許稲恐.180517号，昭和2J:年）

…|:欄:｣欝iii欝爵柵１脚Ｍ…バ
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